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『 空腹の男に魚をやれば、彼はその日は腹 を満たすことがてきる。

しか し、魚のつ り方を教 えてやれば、一生は らを満たします。』

(中 国のことわざ )

孝既 1妻要

今日、社会が高度な工業化を達成するためには、何らかの形でのコンピュータ

を含む近代的なテクノロジーの導入が必要である。高度な工業化を達成するため

には、主に 2つ のものが必要であると思われる。それは、技術的ノウハウとそれ

を実現するための経済的な資源である。ここにおいて、多くの発展途上国は重大

な問題に直面していると言える。これらの国々は、一方では産油諸国のように経

済的な資源を持ちながらも、ノウハウに欠き、他方では東南アジア諸国のように

経済的な資源とノウハウの両方を欠 くという困難な問題を抱えている。結果とし

て、先進工業国と発展途上国の間の格差は毎年広がるばかりである。コンピュー

タ専門家の見地より、本論文ではサウジアラビアにおける『 コンピュータのアラ

ビア化」をケース 0ス タデイとして取り上げ、この問題の技術的側面に考察を加

えることにする。
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序 論

過去 20年 あまり、コンピュータは多くの分野 (産業、金融、。。)に おいて

その有効性を発揮し、よって今日、高度な工業化を目指す国にとって、それは必

要不可欠なものとなったご例えば、業務の取り扱いをオンラインではなくマニュ

アルで行っている銀行があるとしよう。顧客数があるレベルを越えると、業務の

取り扱いをマニュアルで行うことは極めて困難になり、オー トメーション化が必

要となる。きもなければこの銀行は他の『ハイテク』銀行に顧客を奪われてしま

うであろう。

きらに強調 しておかなければいけないのは、これ らのコンピュータが主に欧米

諸国で開発 されたということである。その為、英語用に開発 されたコンピュ
ータ

が ドイツ語やフランス語を処理するには、若千の修正が必要 となる。日本は、こ

れ らのコンピュータが日本語に適用できるよう独 自のコンピュータ
0シ ステムを

再開発 した代表的な国であると言 える。したがつて、母国語を処理することが可

能なコンピュータの開発を望 む多 くの国々は、日本を手本 としているのである。

なぜな ら、従来のシステムを用いても、それが利用者の母国語を処理することが

できないのであれば、それは役に立たないか らである。例 えば、漢宇 または仮名

を処理することができない DBMS は日本人顧客データベースの構築に、 き

ほ ど役に立たないであろう。

コ ン ピ ュ ー タ の ア ラ ビ ア 化
に つ い て

北部アフ リカおよび中東諸国において使用 されている言語は、アラビア語であ

る。さらに、ベルシャ語 (イ ラン)、 ウル ドゥー語 (パ キスタン)、 マ レ
ー語

(ァ レーシア)お よびウイグル語 (中 国の新彊部)で は、それぞれの言語を書く

ためにアラビア文字を用いている。これは、これらの国々がイスラム教国である

か らで あ る 。 した が つ て 、 これ らの 国 の 国 民 が 一 度 も 学 ん だ こ との な
い言 語 を
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『読む』ことは可能であるが、その意味を理解することはできないのである。中

国語の文章の漢字の意味がわかっても、それを読むことができない日本人に対比

して考えることが可能であろう。

では、ここでコンピュータ上の問題につて検討しよう。

まず、アラビア文字について検討する。アラビア文字は、日本語の仮名がロー

マ字で表わせる (図 1)の と同じように、英字で表わせないものだろうか。もし

これが可能ならば、最大の難問であるデータ入力が解決し、残る問題はアラビア

文字の活宇 (Print Font)を 開発することだけである。ここで、アラビア語の二っ

の単語をとりあげてみよう。『よ_=』 (仕事)と 『よ』 |』 (希望 )と いうこ

のふたつの単語は、両方 とも英語では (AMAL)と 書 く。つまり、すべてのア

ラビア文字、そしてそれらの音が必ずしも英字で正確に表わせるとは限 らないの

である。上記の例の場合、『 |』  と 『工』 は両方 とも (A)で 表わされ

る。アラビア字 と英字は、Many― To―Many Mapping を構成しているのである (図

2)。 よって、我々の最初の問いに対する答えは、『否』である。アラビア文字

独自の文字セットを開発しなければいけないのである。

ASMO-449 Code Set(図 3)は 、正式に採用されているアラビア文字コー ドで

ある。これは、すべてのアラビア文字 と母音添加記号、およびCRや HTな どのコン

トロール文字を含むものである。したがって、このコー ドを用いることによっ

て、すべてのアラビア語データを十分かつ正確に表わすことが可能となる。

ところで、アラビア語は以下の特徴を有し、コンピュータ専門家の注意を必要

とする。

1- アラビア文字は、 36の文字によって表わされる。

2- 8つ 母音記号 (添加記号)が ある。

3- アラビア数字 (注 1)は 左から右へ書かれ、読み方も同様である。

注 1:実際、アラブ諸国で使われでいる数字は、いわゆる『 アラビア数字』とは
異なる (図 3 を参照せよ)。
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アラ ビア文字は、右か ら左へ書かれ、読み方も同様である。

単語を構成する文字は、その単語における位置によって互いに結合

する。これは、 レキシカル分析ルテ ィーン (Lexical Analysis

Routine)を 用いて、プ リン ト/デ イスプ レイ oパ ッファーにおい

て行われる (例 1)。
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コンピュータのアラ ビア化の分野は、1970年 代の中頃まで注目を浴びることが

なかった。教育や医療 といったもっと国益に関わる重要な分野に、資源 と努力が

向け られていたか らである。オイル
0マ ネーによる収入がコンピュータのアラ ピ

ア化の道を開いた。しか し、残念なことに、これ らの努力は時期的に遅かったた

め、政府、民間、および教育のセクターにおいて、アラビア化を実現するため
に

は、それだけ多 くの努力 と資源を必要 とすることになったのである。

コンピュータのアラ ビア化に向けての第一歩は、標準文字 コー ド
0セ ッ トを決

めることであつた。そのために、1980年 6月 には、 リヤ ドにおいて『 コンピュー

タにおけるアラ ビア語のための文字セットおよびキーボー ドの標準化に関する国

際シンポジウム』が開催 され、その結果、ASMO-449セ ッ トが正式に採用 されるこ

とになった。 (キ ーボー ドに関 しては、何も採用 きれなかった)。
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有効なキーボー ド・ レイアウ トを作成する上で、 1文字および 2文字の度数

の分析が必要である。多 くの研究者が、最適キーボー ド作成のための綿密な研究

を行い、これ らの研究結果か らは異なる レイアウ ト[1]、 [2]、 [3]が 提案 。作成

されている。

アラ ビア語における文字の出現頻度は、Text― Dependableで ある。例 えば、ア

ラ ビア名、アラ ピア語辞書 またはアラ ビア語テキス トは、異なる度数を示す。ア

ラ ビア語日でも、国によっては度数が異なる。

結論か ら言えば、現在、多 くの『最適』 と呼ばれるキーボー トが市場に出回わ

っているが、標準キーボー ドが利用者のために開発 されなければいけない。

標準キーボー ドが開発 されればよいのであって、 どの レイアウ トが正式に採用

されるかは、 きほ ど問題ではない。なぜな ら、QWERTY キーボー ドはかな り不適

当なキーボー ドであるにもかかわ らず、誰も苦情を言 っていないか らである。で

は、 ここでその応用面についてみてみ よう。

サウジアラ ビアの大学における学問上の研究のほ とん どが、『 SAUDIA』 や『 K0

WARAZMI』 な どを始め とするアラ ビア語のプ ログラ ミング言語を開発することに

専念 してきたということは注目に値する。 これ らのプ ログラミング言語は、商業

用ではな く、英語を用いないプ ログラ ミングを高校生および大学生に教 えるため

に、主に開発 された。これが開発 されたも う 1つ の目的 というのは、英語で考

えて、アラ ビア語でプ ログラ ミングする際に生 じる混乱を避けるためである。

(既 に説明 した英語 とアラ ビア語の文構造の違 いを参照 されたい)。

先にも触れたように、すべてのアラ ビア文字を 7ビ ットで表わすASMO-449が 標

準アラビア文字コー ド 0セ ットとして採用された。しかし、現在使われているソ
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フ トゥェアは (EBCDIC等 )用 に作成 されたものがほ とん どで、アラ ビア語デ
ー

タでこれ らのソフ トウエアを用いる際、多 くの問題が生 じた。きら
に、ASMO-449

にはで英文字が含まれていないので、英語のデータを処理する際
には、他の文字

コー ドセー ト (ASCI19EBCDIC等 )へ の切替えを指示する制御シフ ト
。アウ ト/シ

フ ト・ イン (SO/SI)の 動作を行な う必要があり、 これは極めて不便である
ことが

判明 した。実際上、 1つ のデータセ
~卜 中がこの切替 えを行なうことはきわめて

困難なので、例えばアラ ビアの銀行では、英宇名の顧客 とアラ
ビア宇名の順客は

別のデータベースに登録 され る。最近では、 8ビ ッ ト
。コー ト (ASMO DS-708

図 4)を 採用する傾向にあるが、このコー ドが抱 える問題は、文字が英語である

かアラ ビア語であるか識別 し、それに沿 ってデ ィスプ レイ/プ リン トするソフ ト

ゥェアがも う 1つ 必要であるとぃ うことである。

ソフ トウェアについて言えば、アラ ビア語の本質が反映 されているソ
フ トウェ

アというのは大変限 られてお り、市場に出回わっているほ とん ど
のソフ トウエア

は、英語用の『 アラ ビア版』である。この分野での、努力
が さらに必要であると

思われる。今 日に至っても大型 コンピュータにアラ
ビア語  OS が実施 された

例は全 くない。 (そ れに似たものは既にあるが。..)。

コンピュータのアラビア化を拒んでいるも う 1つ の問題は、著作権の問題であ

る。ソフ トウエアの違法コピーは多 くの製造者に とって深刻
な問題であり、これ

に対処するために罰金の重い著作権法な どの制定が検討 さ
れている。なお、サウ

ジアラ ビアにおいては、違法コピーそれ自体 よりも著作権法の意識
が希薄である

とぃぅことが、ソフ トウェア製造者の心配事 となっている。した
がつて、多 くの

会社はソフ トウェアに対する著作権法が制定 されな
い限 りは、コンピュータのア

ラ ビア化を行なわないとい う立場 をとるに至 っている。現在、政府関連
機関がそ

のような著作権法の制定に向けて動 き出
しており、その実施は時間の問題であ
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こ れ か ら の 課 題

近年、『国際人』ということばがしばしば聞かれる。コンピュータの専門家は

いかにして自分の分野で『国際人』になれるであろうか。この問いに対する 1つ

の答えは、まず、コンピュータ産業に関しては、その産業に携わる 1人 1人 の人

間がコンピュータの分野における発展途上国と日本の間に存在する格差を縮める

ために、自分の会社はどのような努力を行なっているか、また、英語ないしは日

本語以外の言語で自分のところのシステムを使用することは可能か、と考えるこ

とだと思う。どの国も、その母
°
国語によって機能が可能なコンピュータ 0シ ステ

ムを待つ権利を有しており、利用に際して英語又は母国語以外のことばが必要で

あるというのは問題がある。

次に教育の分野においては、発展途上国か らの学生に どれだけ教育の機会を提

供 し、・彼 らが自国の工業化に貢献することができるようどのような手をきしのベ

たか、 という問いを行な うことが重要であると思われる。さらに、研究者の立場

か ら、発展途上国が直面するコンピュータの問題について どれだけ研究 し、その

解決法を見出そ うとしたか、間 うことが大切である。

これ らの問題にっいて考 え検討することが『 コンピュータ国際人』への道であ

る。
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図 ■  日 本 語 を 英 語 で 表 わ せ る

図 2 ア ラ ビ ア 語 を 英 語 で 表 わ せ る
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